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改正法の成立とその問題点

l) 1二。ンJ-11社山ck革法（Codenf A戸rari乱nReform吋。f

the Philippines IJJ i司法G'.1的号7が戎）＇たし た， JJ;T 

i去ハ成立以：に 8年、＇）経過をみたわけである。主た

i.t 1, fわ

I -,''f i;:. 

イ，l、d「lL:'J＇ぷ、t
l一4工に！：：］片＇（］ ！.＇人

ll 

民地L''z革・x胞のにめこ（＇JL'｛：：正法刊行主主：と同時に

]JI 

び〉資イEJU；原を強化する円［共］主：ホ！たitiド（ ＇.じ干llilii

こ，！） ょう ic三i去しげIJ¥t立

ーァィ 1）仁＇＞の

JJ I：に IT効i二実施される見iffiしを＼） , 'I，二至った（）

でふるが，こ ell1J 司r(~で Ii, J：人卜山正法;¥jlj定の I'd；し

i2'1i:c'lll号）も市iJ＇；£をみたっ

、、、‘によ
これまで－：1 ｛ リピンにおける農地己主革の実悩に

196:l年8月約日マカ 2：ガル大 1C.iの下で制定さ

/;!) じfl: 

れたJlil:J也t.liCti主法（AιriculturalLand lかf川 m 仁川le

共和i司法；＼8H号）にもとづL、て実施ぜらjLござ
主j忍 11\J 題＂＂~，； 11mで間引（Jりパ怜 iii ＇士 iJII

二 十’ ヲー 1. 1 - l 1--，、
A.屯〉ニ，〕し／ -.、

改正／）＼廷／.（司
この法律はit丈上（二多くの不｛1iil.

欠陥をもつものであったためにラ ~1也改革；n十分

たのであるが，

そ（i;y:f1iU,:i/,'.¥-f'/な実施が妨げふれるばかりでなく，

)'i］保全f足；主する

土いう証iをnえてし、たげleI l 0 その特 ~！；噌法律改：！！？

でかえって地主・小作間の吋立，

「国会の

指導的人物や政策当局上層は， 1J、農民のためにも

っと；急進的で攻勢iYJなことがなされる必要のある

の必要がしだし、に諭ぜられるiこ王J ! fこの

g~ 
J,, ':11' 

もしそうしたければこの＼:E]7)全体的発展は

これまで通り鍋牛の歩みをとることを悟ったl

Cle 2）。だが，法律の改正は， i司会における強力な

とと，

196リ年11月の大統領選挙戦でマ.，t,コスはその（，j

このlJslで［土手k立候補にた1，、して！壬倒的勝手iJを千！？，その実現はかなり困難であ反対勢力にllJlまれて、

i支はじめての1t]j廷をなしとげた。そ＇ 11日1{I二日if二った。総折1'J'.Jな改正法案が1970年iニi司会；二提出さ

『ブ 1)-,' Lス』江、；I_I 'i し iii\i],i~委 il ;:, 17 二一fCうの

一丈をカ、カ、：y，こυ〉ずf Jレコて心＇）大 II汚主Z 「是lMli： ~I，：：主，： c

）降手ljJであると述べたt与二 2・，守そ＜！）よ型由は，－，， ＇レコス

政Hilしりお Ij羽（19，；日 (jl) if) ；二%~＇，、て. tV也己主：植は

その主要な政策項目の一つであ〉たかじであるじ

これはっし、に審議に至九なかラたぺ翌日

年iこIi司改正法案がふたたび国会に提出主jLたが，

このときには大統領，農民団体，マソ七［ct]1ギジ＞I分

〔，I l J j,I'. "J「’ f ,) ＇→＿， -_ ,II,_, c＇れ11J.1_''・:' lド｜｜：

卜，I'（「 ／ ,- .i ；，：」.＼ 11己t'.I 1(170 ;I 4 ; : ）主

(; '.!) Laliayc:n, fknjamin R.，“ l kpartnwnt of 

Aιrarian Rd川 m-The Admini吋r川i、じ l¥1町 hin,,ry，＇・

Soliclarity, ¥'ol. ¥ 11, ¥:n. 6, _Turn・, l'l7'.?, p. l'.?. 

I. i :3) Estrεlla、 仁onrad府 F.. The Phi/ifヅヲltl<'

.lg，αrian l<efoγm Progra111：λ Rcv/e,c・, l >AR, 
(.)uew11 Cit，－、 197:!,p. 14 

れたが，

上う人？く 1,-;J

年9月10日に共和国法3844号の改正法で ιふる y ( 

2 

な支援の下，1ヒハで審議がつづけ「イl,
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すぜにマルコス政権第 l1早Hこおし、てl¥Hi：）年民地

己士H~i土改正（｝）必要が”F\えられてレたのであるが，

l!i70年 5J-j にはその総括的修 TI: 議案が.1~1,ff法案

47M；ーと Lて上院に提出されたc または様の修正

議案が下院＇（｝；案‘lil;'J:¥-}Jとして下｜応仁＇！，提出された

のであるが，；r~ ］剖通常国会；こおL、てホラそれに

つづく特別！司会におし、ても，とれ九法案の審i誌は

ほとんど進められfよか／〉た。さらに第2日通常国

会一 この段階ではすでに農地改革法改正法案は

大統領の承認をえてし、たのであるが において

も， こオ1ノt,/t

ける地主Ill寺1汲の勢力は，き1，めて強固なもので tふ
っfことL、える。

同年の7，行）］頃になると， [' 7 1JーヅレスJI誌の

論調は急激な転換をな、し、＿，， ！レコス大統関心勺農地

己主11'.:;LJmifこJ丸、ての場；.I／，；，的態度を攻苧する午 γン

ベーンを大々（tせにはど〉に至ったむ 1,;J託、7Ji lRHり

の社説fl，マルコス政権Fで‘農f也氏草実施の財源、

のな＼：、とEはかれにそれを真に実施L上うとする

Ji：志がないか「，であるとしラ主たお J.l将司号ーの社

説はマルコスの農地改革i土「IJ先だけの1主伝」で

ああと述べた。さらにキウ二千うil, '"1誌お月：z:2
fl；｝において，マルコスが大統領存在中グ） 5年間

に農地改革i去の欠陥修正jこなんらの努力をはらわ

なかったこと司また農地改革の十分な実施のため

の財源を与える意志のないことを非難した。たし

かに，これまでにおし‘て，農地改革の実施は，財

政的iこも大きなi¥;IJ庁むをうけてさfこ。たとえば，農

地改辛実施の中心機関であ ＇｝ た農地庁｛L;rndAu-

thority）は， 19同←70年間仁川町7Jベソの子聞を

承認されたにもかかわらず．実際に使用しえたの

i土5:l40Jjベソiこすぎ、なヵ、.－，tこ1汁；i’o とのこと；土，

p_,J会が農地庁のために承認した子算をマルコス大

統領が実際に支出しなかったことを意味した。 fニ

が‘則i原はなかった内ではない。その一方でにrレ

コス（土、 jt}i廷を白引lにするために，いわゆる「村

孫基金」として 1憶/iOOO万ベソを！日；fーすることが

できたのであるfけい 要する；ニ， 干17二サヲのtlt

'l'IJv'lポ｛＞ト IJ, －，＇／！.コス政権に上る農地 12'.＇.革「）

不十分な三t；胞は．資金不足のせいではなくて噌マ

ルコス自身にそれを真に実施する意志））＇；な L、から

であるという点にあ pfニ， iL:; ¥ 

.＿方，当時におけるフィリピνの社会情勢がど

し勺ょうであっとかさ一瞥しておこう。 1%9年末の

大統間選挙戦は「つ f 1）ピン史上最も金のかかっ

た選挙し＇）－〕ラ」，，，－，； Jとしご対l「〉れているが‘その

結果ー国家財政上の赤字は未曽仔のものとなり，

その圧力山下で70年三 J'Jにペソ山変動相場巾J，.，の

移行が打なわれた。そして，移行｛をわずか 1週間

以内；二Jγ／ ν’J対米ド rレ相i；誌は：-l.9べソから 6ぺ

ソへと暴落．フィリピン v'）輸入を大きく制約する

に至マ、た。この変動相場ftljへの移行にともなうベ

ソ価値の急；殺な下落は，消＇~1奇物価の急騰をもた

んL，そのう九でもとくに食料品価格の上昇は著

しし、ものがあ，〉た。たとえば，マニラのげj11':者物

価指数 (1955,-10引は， 1969年 1月かム71年 1月

にかけてEi7.lかじ:21:2.li：二 L-l二十，食料品杓価指数

は｜司期間，.：：.1s:c: _ 9から:258.Sへ高騰したド7、。こう

した急激な物価上昇傾向は，都市居住者とくに賃

金生活者や貧困者の家計に大きな圧迫を加え，か

れんの現状にた＼：、ずる不；雨を増大した。

同時に社会的に注目すべき現象として， 1970年

初頭以来のフィリピンにおける学生運動の未曽有

の高崎と，その著しい尖鋭化をあげておかなけれ

ばならない。前年の69年初頭，この固ではかつて

ない大規模な学生運動がマニラを中心に展開され

たのであるが噌その要求は主として授業料値下な

どの経済要求に止まっていた。しかし， 70年初頭

3 
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にふたたび高崎するに至った学生運動の婆求は，

i主済要求士示りこえて政治）f;Jtへ発展L可）三：k反

体制反マルコスの色彩を［l}Ji?{i：にした。 二;j:l 

生運動が共通してかかげた闘争スローガンは，「反

ファシズム，反帝国主義，庇封建主義」であった。

そして， L、cl；一つ注尽すべき質的な展rJ:Jiし この

学生運動がたんなる学生問の連帯から， しだいに

労働者～ 市民との連帯，共闘へと発牒して

いった点にあら。それは’；；：生）宣言言j指導九iJ) 1Fi（治的

自覚に発すζ〉ものであったとし、える。そ 思，

学生運動家たちは，労働者，市民との接触を進め

るばかりでなく，休暇を利用しては農村にはいり，

翼民をいたi/;/1二Jする紅引を民間するiこ＂i三）jこ。

ヂモの数もまた， 1969年！）l, 70年123,71午:16りと

急増していったのであり惜別， 70年以降学生の街

頭におけるデモはもはや日常現象と化した3 こう

して， 70午代初頭の激しい学生運動は， こ♂，［LIに

おける民衆の現状にたいする積年の不満を代ヲミユす

る面をもち，いまや「学生運動は社会変動の主要

な手段」山日）とさえ表現さわるに歪－，t二；！）であ

る。

ここでフィリピン共産党に目を転ずれば， 官 宇

〕」

にも重姿な変化がみられた。1968年12月，フィリピ

ン共産党においては，ア－；＇ 1ご・グレロ議j之（／＼rnado

Guerrero）のドマ再建会議がもたれ， L V ・'¥°L網

領が採択されたのであるが， この新綱領はこれま

での議会主？を的・平和：，tな命方式を修正一主主題として

排除し，

放方式，

それに代わって；討、？を基盤とする武力解

いわゆる中国路線を明確に打ち出したと

とで注目される。すなわち， この新調舗は，現段

階におけるブ fリピン革命を労働者階恥のff；，持下

での・農民Sffi:'.主力とする人民民主主，；ミザιわであ

ると規定し，革命達成の方式としては農村根拠地

方式＝土地革命と武力闘争を手段として農村に草

4 

命の根拠地を形成し， それを長期にわたり着実に

ることtこよ 亡最終的；こ都市を奪取すると

L、う併放方式{i:IリJF

東思？出の党」と名づけるに至つたのである〔注10〕。

その翌年には，再建共産党は， その軍事組織と

しご一新人民，j(J(:," ew Peoples 入門町）を創設す

るに濯った。 ーのために！日フィリビン共産党の単

事組織である人民解放軍と新人民箪との二本建と

tr q たのであるが， しかし人民解放軍の勢力i；し

70年］(I月におtナる桁出官ベドロ・タ Yレクの殺吉と

スムロンの逮捕によゥて著しく削減されることに

なった。一方，ダンテを指揮官とする新人民軍は

ケノ〆ニヲクチト陪111,L' !:: ：＿て拡大；.'iはか九れたが、 l司

l方市司警察軍l勺出）王作戦の強化；二ともない， 中fl¥

ノレソンの東北に位置する山岳部イサベラ州に移動

し匂 そこに根拠地を形成していると伝えられる。

その与力はあti〕11:J Filiでないが， ? Fレコス大統守口

の推定では，武装J~1JH削か、 L'.!000，戦闘交El

住民5000，大衆基盤5万となっている（注目〕。現在

れところ， それ（士（－松山I］を脅かす日立の勢力とはど

うてし、いえない。 しがし，再rt共産党の路線が主

村重視を明確にし，土地革命をテコとする武力解

放方式に転じたことは， やはりフィリピンのよう

に出iJ不安の松強L、ところにおいては，無視しえ

丈Lい兆候といわなければならなL、c

こうした綱領面での農村重視傾向にもかかわら

ず、現実に再建共産党が現在の学生運動の高まり

を打倒しているわけ？はない。革命の全体情勢を

有利にするためにも， かれちが学生運動にその影

響力を与えようとしていることは否定できない。

この同の学生涯抗出l47lの中で最左T:・?iこ位置し五：；

もラゾカyレな行動で知られて 1司、る愛国青年il1ミ

(Kabataang Makabayan）は， フィリピン共産党と

一定の連携の下にあるといわれている。
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れるコFFF（吋問領：；； '.2条第8羽i土，民主主義と臼由

乃1:1:；主心上って共産主主音のi今透と前出i［，引を＼；／；

二円上うなiよ近のノイリピシにおけところ-c‘

一‘f'る政d,1'1':1, H ：ミi't'-JiJ 危Hi1YJ·tif 吟；ニ ~J .＇よ： L ご．

;t付に.:L,it

）↑i出生には白11'住民；ニ之る家族主tl.

J－.することをll)Jjj{IT；二七日；主しているがJ の｜出:f_[.. ，た特以（1'0.'( （；：ニミ（tZJ,:Jう力がfl.,l,iしてさjこっ

ふl（主主1li~ ♂J J白川［｛二jlでわり司トリ、ゾケ 1Jヲ；＂d＼：こ才3ifふ
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」つi士Jcrcmi乱ぇ er. ~lontc-

ma：，’or fをそれなリス－71’t'-.Jj 行~~｛t'iとすら十；ilハj Feck-

ration ol i「recFarmers (FFI「〕でよ。）五 C I品Jti : ~ Ji; 

L、E｛（、メ九］）でよ＇ IJ、

ケトリ、ソ ＇7i供守(I氏J〆＇ifit:..L、そのために地主肘がふ
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イ；II~ ンにむける J\!J,主l,d•.11'7）力円，int司ふ .JP 三 l·\tltdl'〔Hl:iJtの到ぎにi土正11：＇：－，土 1',.itく：） !, ,' YぷJ,<・.-
（二入、 ζ、＿・唱、；： ) .'.:: i .j，；工i，仁じ／（L、f、＇i; 0 I 'J I-JI （人］＼，，1

 t
 

j
 にリ｝
 
t
、1
 

どlITT ；~'kf'Z:述 ｛1 (FFF）；工，

こ「＞ FFFiよ， 1ブイ I) !.~· > J;1J山l'之ij',if,fi.1JI Thu c: 解放軍）のiι，，：リJに代l）ふものと；＿て、
.¥JiJ¥'C,11日，t ~F:\R\I; Rdorm .＼口I:lrlill 》｛

 
1
 
1
 
1
 
、ri
 
l
 

－
 －，，.によ・， C:tJl織化主れた；三jtj,'J'.J／工 ~~l抗日台でわ

ノl，：干ill]d；、：＼刊 11 l},1JL2'.(1l：土11＇.：七t "'  , I O ' -> > , 

. －」て＞ ＞’  とく iこり J＼） ッケ j，ー iJ，：て、子、ふ「ゴ二イス；可
－2 
）
 

i二主張しござた凸民；；lL枇でお，；こコそしごl「FFしつfょ述Jj与をもっ守口、二J: l・ i,!J 口午三いおu
 

凶

その｛王と λどがH'csilと

定 17t~ i：；二！l体（じされfと（I）.でおら〉目会でl司法案
心、はよじ工ふと， FFI-'i土’主J：，’？； frtlJ i干v＇） 乞

• j長Is司））ドで， 71斗：の Ii月山ら 9月にかけど約

ι仏すらtc,r:,;1J:'l:'.!U、iJ、，

司、
v') 

Jj へとされ〆

ているリその i'｛年子！l滋でか石 Iふd1ataa11g:-,1心ay-

山以 Ma伴礼b北：1 ::tx,,JI；；二子）J(JI）（）んノ〕ニミnrζもつ、
1, ,j 111/iこFFflt，ブイリ七、L全Ji、V?'j'[,i] r,:'./. I 、;1[i(),,al

でに日j,J十i；二主：UitUヒされ，主ll{i'l二i

｜司会出l ；二テントを？伝って JJ＇：•）こ λ を ifな

えに圧力をかけた。かれらの

そのJf.ブJがし、かに強力なものであったかは？たと

えば上院決艮ケニ工－ 'l (Lore izo ¥L T日白：1d心お

日日日tili.

い． をw；己する

ぷtudenlsof the 1’hiliiヲpin肘 Kl,,c_;l') 

やキリスト教社会主義万年同（You：川 Chri引はn

品。どialistsof the I》hi!ippine夕 、川、刈》〉などノ七派系

λ子：生凶｛本と:Jt:J：出品11：おこめζ、J

。
1
 
1
 

とくにt院でJ：び：工スピー十（、＇ReneEsptnめが，ノj、W!JIごυ！、前九この FドFが方通力、：ずる li十雲；土，

組織化をjfj]じて；；ミJ血i!文奇＇.：を：Hf：；韮L FFFの非雑、攻尽にたいしLハ l 安’書士有；.•子保、ヤ t,•• ，介、二4、ζ!ltn.J父。｝ヌい一 ’ ！；け可~.＇.；：；：.！与を

て.J｝じの弁明金行f(わざるをえなかったことに形成，それによって民主主義を確立し

のt'kltへのj万全i生をj,f]_1，うとずらし山であり‘ ピケの圧力にたし、する目会

FFFはつぎのように日え

弓

l：主司（ワブ；i'riにたいして，

もJ児いれている三：－－，1で、、、，

反tJミ的態度は使命説を帯びたものと J→「，見吃ir ,, 
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ている。 f国会議員；土、農民から圧力を受けてい

るといって非更佐した。［だがJピケド誌はつ王のよう

に反撃した。民衆の千ーパント；土‘カイ1らの主人

公である大衆からの圧力を期待し．明まなけれは

/[ らなし、j川1_21)＼と。

71年 9}J 11 r 1、第2liiJ特別国会の紋終日 iこ良地

改革訟の改正法は通過Lたが， FFFはそのよ仮す

る＆IE点のほとんどが泣ミfcll:1ヒしたということで長

期化したピケを1詳し、たっ ！＇－が，方、ヰ LJ，のI主要ふ主

張であった甘葉、 CJ 1十、ソ1H-J地や組問、 Jセ魚i也

を底地改革の対象 iこ：~fr•，＼；＿［；／（，小ffJ住を地：i：か］

助敷地や住宅地に転換Lうる規定を削除する契」長

は， J 川、に実現するにラそらふか..'t:. J見民地改革

大i江エストレ I）ヤ；；t,FFFや FAR:¥Iが：；l)む己主事

のhi,百 IIりとして，:eうるりでなくラ問｛系~設はの，；llj 出；；I 11111, 

住民にたいすとら法律的反JIむなどの，，，.，，：で、梢出的；二民

j也己v)1'.:t1-n11rを支援していること、 7主たそれU,JI専

にこれらの組織が農地改革法の改正に「積極的な

役割jを宋ーたしたことに言攻 Lているび）でキ〉る

( i上21)。

こうした緊迫化しつ－，ふる社会情勢；こ対志し

て， Jルコス大統領は、 llJ71年少その政if，；下j児解

を：！：.とめた小冊子正／＇， llの革命民主主義JIIれ：引

を発表した。かれは、そρ なかでラ現了王1/)-, ( ') 

I子ン社会の危機を！ごからの暴力革命（，二あるとと九

えらと同時に，その社会変革の主催全体制lllilが吸

収することによって「中央からの本命ニ民主主義

平命｜をもって対応しようというので浄〉るコ r.j:1央

（（、ente1）からの革命というのは司 L .tせん現政府

による上からの革命とi司jたである「計三 c そLC民

主主義革命の実行を$Ii社会（TheNew Society）建

設の［」t;;iとするのであるが、での主子、jれiJ紅、／：mt

産の官＼＼分i't-J制限による、自の不t~J＼＼配分の l訂正に

あるといえる。マルコスiふそのためのJl体的政

6 

策として、農地改革とi立挙改革を桁摘している

l今日 の革命一一民主主義」；Lマ’Lコス山政

治的信条主友明した小冊子であり、現職の大統領

のそれとしごはきわめてn体性を欠いた11k後1'1なな
ものに止まるが、 L，うゐしラそれにもか点、わ「ラ 1に

かれが農地改革＝新社会連設さ：ホ J ' C現｛E，＞〕「F

fJバラロ〉革命！の仰jさにたjLtL上行としといること

1だ；「t土， lりl「〉治 h；ニ I -~ -' 、J J マ J レザヂ

と心一こ刀、じよ~ ;,,T;bノヲル）。

rJ. I二円ような社会情勢を亘＂｝ ,;_iな背ほとして．

1971年 9JJ；二ilt地代前法改正法（共和国法（i:¥Wlザ）

および共和｜司法山リ（）けはIi足立しだコ紙数の｜羽！系で

[JJI＇ヨ情勢の初 i円山手111訂お上び国際的背民（二つL、亡

i土；l;:1J長せさふをえなか J川ヒこのであるが， こぴ）日'.c:iL:

を推進した主要な社会的勢 jJi土‘政治（｛］， tJ会 IYJ

f山械を苦慮する政治指導！日・ l工ほ l.i¥'1・弘1詰白lti1t,J}

小 ;:flど． f工ズスニ主に代表されるウト IJ ・・；勺2、

進ii氏右派系の農民組（＼＇・「f-：斗：団体などであ－＇た

という二とができと5であんうのそれと同fl寺；二ア

I I）り援助機関，n一定の支持が改正推進♂）l'f後に

ふった｛）のと考えられらlit

:ittll［司法G:3o9日ー制定以後， ほぼその 1年日にあ

たるた年9Jl 21 n，マルコス大統領は 7 ィリヒン

c七i二JI支局を令を主計；ぢした。さらに10月三1日には大

統［；氏イfi~t;27 日＼いわゆる｜小作農解放指令」を発

長Lf二。そし’， IJ惚i土、共干［！同法f:i:Cl89号をさ九（乙一

歩「宇めぐ，政府援li!Jの下i二九年間で全国内定額

借地農を臼作農に転換しようとするものであり，

その日偲達成を戒厳令下での新社会主主設の礎石と

した このことはフィリピンにおける土地問

h＼互角平氏の析しし、段階を立味するのであけ，それと

1,,]ll寺に71{f9)！の農地此革法此正法；よ司 まさにそ

れへのl主要な（ll程標の つであ f予たということが

できるのでふる。

c,11) ］・クロス！～ソ：：上」 lレ；，Jι・（.tJn叫f「7
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サーブレス』U，ふの国♂ji也りエリー i, Jなわ人Hk,

l: l'i:l J）教育ある市！（，子：校教位lilのあいだでひろく読ま

れ υ、ると》 , (Gro出 holtz,J田 n,l'olitics in the 

Phil if》，pines,Boston, 1964, pp. 20:'i, 211）。 Ir古i':; J也

刀打il!illJ』千＇，＇1消防， ljJj；（’附紋のあいだに111及しているの

1；：， ’ ！. iかれ （， /.t•f{ t台ゴシ，； ＇記事を手.＼~し

川、＇.， ;;irn, .＞，ノJう。［，，］，，，，. ＇発 1j iii: t'. Iト1968{j；：、，＇JlO

)j ；＇；！：と L、i.）仇！／：。

Cl 2) Philij,pines Fn:e P1古川， Deccml>cr 6, 

1969喝 p.6. 

(ii'. 3〕 Kiunisala, Edward R目，“ Land Reform 

F.irce，＇’ Phil,'j,J,ines F，抗・ Press, July 18, 1970, p. 2. 
( ,! 4) I’／，ill／’pines Fr山’ Press，人日記ust8、1斗70,

p.l. 

(i't 5 ) Kiunisala，ο，p. cit., p. 71. 

( ti 6〕 Lim Yoon Lin ed., 7・r,:nds 川 the

Philij,pines, Singapore Univ目 Press,1972, p. 4. 

(/17〕 CentralRank News Dige、，t,October 19, 
1971. 

〔1主8〕 Santiago,C. D., ,1 Century of Act1V1Slll, 

乱1anila,1972, p. 215. 

(,i 9) Lin, of>. cit., p. 16. 

〈日10) 羽rしい党綱f,nf.t Lachica, Eduardo, Huk: 
Phil伊，pineAgrarian Socieり inRevolt, Manila, 

1971 ，こ収主f< いにいる（AnnexB) 

（は11〕 Marcos,Ferdinand E，γo,lay's Revol1← 

tion: Democracy, 1971, xi.この数：J’lこは，かなり誇

~l ！てがあるよろ i -~ '/ .. ¥ わ11る。

C,仁12) Cater, Sonya Diane, The Philij>j’ine 

Federation of Free Fa門ners: A Case Study in 

l'vfass Agrarian Orgaπロations,Nじw York, 195c1, 
p. 37. 

（｛主13〕 FFEF, Toward a Filipino Ideology, 

Quezon City, 1972, p. Tl 

(1114) Weis人 ArthurA，“Je日：itSocial Apos-

tolate 1859・1956，” Philiρ，piηeStudies, Vol. 4, No. 
2‘1956, p. 28,1. 

( /115〕 Montemayor,J《，remias11., "The FedL,ra-

tion of Free Farmers，＇’ Philippine Studies, Vol. 3, 

No.,:!, Deceml町民 1955,pp '.l87-3州

〔l16) Huizer, Gerrir .J.，“Philippine Pピasant

Organizations," Solidarity, Vol. Vil, No. 6, June, 

19n, p.28. 

（注17) Ibid., p. 28. 

（注18) 1959if, Mac Fabianの指導下に，農地改

Jcに関，L、士 τつ智t、人、新聞主ふ政府関係託によっ

一結成 I L ／：。 1969可2月以断、 Yノレラク， Y ンパン

ガ，ヌ且パ・エシハ州などを中心に農民組織化を開始

I_ , 同メI4 '281.H〒 1タノレヲ川、，＇，マニラ〆ブぞ統 ill｛官

i'..＇＼に l匂t ：口氏の「；：J-J，要求fJi立」を起こ＿； ＇） とした

ことで，ー障壁有名になった。 1970年 5月， フィリピン

内地改木作：民辺Jfr (Federation of Land Reform 

ドarmer凶 ofthe Pl〕ilippines-FLRF）が官恥j'.Jに組織

化されるや，台時 FARMの Ji記長であった Mac

Fabianが7，の組合長令栄t1L，以後 FARMと完全

、一体F/1ri,1こあるo JJ., Ii，こ才Li'' 組織は1.. 1(:rの農地

改平政策の実施にふかく協力しているが，問H年にその

保護を受けているという点で，官製的色彩がつよし、。

:FARM・FLRF，λf山 ！emAgrarian Reji,nn in the 
Philか•pines-The History of FARM, Manila, 1973 

をみよ〉。

（注191 Cong河川川nalRecord (Senate), Y ol, II, 

'-.fo. 71，エfay17, 1リ71,pp. 3098-:l叩9.および Vol目
II, No. 13, July 1, 1971, pp. 376-379. 

（注20) llalita, Sept-Oct., 1971, p.l. 

（注21) Estrella，ψ. cit., pp. 17-18. 

（注22) 注（11）と向。

（注23) －，，ノレコヘ｜『l(jι土， 「ICI主義下子 l、政府は

.・'.・i',今社Lに｝「［1央（atthe center) ，位置すら＇ Jであっ

て， 上に位陵するのではない（notabove）」伶t!arcos,

ο，p. cit., p. 10）と主・＜’こと仁 1 て，中りとん）lらの革

，；，，と.1:f,、、，，苧命と主l＜別して！、

(I主24) Marcos, op“cit. p. 135. 

（注25) 1970年上I｜手、農地改，＇（， 集中的：／1,ipのため

ヌエ r、．エシノ、リIII:＇：・‘地改，＇1

Ecija Land Reform Integrated Development Program 

(NELRIDP）が発た Lアが， 7'，，カ援助松山（USA

ID）は，とよ、，i'f,自にf、1、、する援！＇りとして，50万ドルの物

資（自動車，通信，事務用施設）と20閃万ドルの農業信

11: 資金士長供した（Estrella,op. cit., p. 19）。この計

111,jには，J竹下；から USAlDの専l"J・0,i，参画がん ι れる。
〈注26) 1972年10月12日，大統償官邸で行なわれた

作地改了i''・1'1 J:;'t：員にT'・' jる演説7吟かで，円少1コスは

「誇張ご fIなく，， l IN地改t;',; I川が失敗1i：ば， ii

社会建必の計画全体が失敗するにちがし、ない」と述べ

汗（Departmentof Agrarian Reform による演説抄録

ウ
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“Civing Birth to Land Reform＇’上り） o 1 ／こわAR,

The Philij>j>ine ilgrarian Reform Program under 

the 1＼ヤ＇W Sociどty,Quezon City, Mav 1付73‘p,10. 

II 法己文正び〕哩 J、？

共和国法6389刀宇に上る農地改一革法（Jた手11国法3βι1,1 

り．）改正の主支：点は’民地改革の｛足進，借地

小作設の権干I], J也伎の強化iこ｛討するもハと，；ミ地

改革実縮機構！この変化どの三つに分けムれる。三

こでi土1Yi立j二支ずnn者からみてゆくことにする。
共和国法：18-1t号の主眼点は，民地己主ifの第 1段

階として， Ill来からの，：1J分小作制度（正午γicultural

sh,ne tenarwy）を定額借地fljiJ度（，山片山urall白川

hold）に伝J免することにあるがー しかしこ;Jli土企

｜立を対象とするもので江く，：：ミ｝虫 t'1Z:/j'，：乙！烹（hue

refoγm Jistri，、t）♂）選定．！討古一を主ぜ、て、 そのj也［－＜ー

にかぎって実砲し上うとするi，のでふった／古時

の農地庁長有エストレリャ：こよれば，その地区に

おいては， 「i去の定額貯lili畏規定i土，誌民な，.，、し

地主が欲すると否とにかかわらず， I司到的に（au・

tomatical1y）ヌカ 1Jをもっ； む！）ものとされた、 だ

が，共和国法：:l8M号には，条文中どこをみて Lこ

の aulomaliじという規定はλられないL，また，：ij

分小作是正が定額借地農ぺの転換を！君主ないときに

いかなるJlr?Iがとられるかは，まったく明文化さ

れていなか J，た。このように共fiJIJJi主38Hリーでは

定額借地震への強制転換の規定があいまL、であず、

たといえるのであるが，共和国1.t6活9号i工員i&,1条

を改正して自動転換（automaticconv，三：sion.＼と明確

化し，さらに民地改革民の限定をなくして合同を

対象とすることをIYlらかにした。強制転換の強制

たるゆえんは，，：1J分小作琵が定額借地法への転換

を望まぬときにL、かなる措罰がと九れるかにかカ・

っているといえようが、共和国法6:-389号はこの点

に関して，改正第4条のなかで，転換を望まない

8 

メiJ分小作良は文書をもってその旨を地主に通告す

ると同時に一良業年庄の泊予期間を与えられ，そ

れ以降に及ぶときは地主によって小作農の迅枚方、；

可能になる（m吋）と主配屯したのである。との点に

っし、てはなお任fの疑問が残るのでふるが司それ

はともかく，共和目；；／;fi189号による改正に上って，

まj也日文ヰLの；見7立とi白用品主回は， これまでJ.:LJ二；ニ強

化，拡大されたと｝いうこと己‘できるであろう。

1司、主..,-－コのi主要な改正広［工，共和国法：l844沙しり

第；.lti条に問するも円である。これ沼:36条は， j也主

が借地出を ii'法1't~ に i)':ity: しうる例外 IJ／，定として，

I也主およびそのis'［系親族i二よる円己耕作を認めて

いた！この規定の存{E；土従来から大L、；二疑問視さ

れてきたところであり，地主はしぼしばこの焼定

日目刊して小作良の定額貯Ji!J,t(ミへの転除要求を封

じてきたJ すなわt,,,J、作員力－；i宣；領借地契約への

転換を地主に l妥求した場合， j也主はこの規定円存

在をも.＿.，て小作艮を脅；息することができたのであ

川，ヱスト L I）ヤの表現に上れば「 fト作県内頂上

にかけられたザモケ Lスの削.Ic，‘ 2；であり，民民

団体〔たどえ；工FF Iご） ：土つよくこの祝定の削除を

要求Lていた（ド r：、。二の規定の存在が共和国i土

川的号によって削除されたのである。

とこ 7，で，この日：l6条は，地主の自己体作規定

以外にも．その農地ti'；住宅，工場，病院、学校そ

の他有mな非農業fHt'Jに転換が適当と農業開係哉
判所（Cnurtof A日arianRelatin日s）に上って認め

られた場合，地主は借地農を迫依しうることにな

っており，主たこの規定の存在が地主の向己耕作

規定とほとんど同様の下E力を小作農に与えてきた

のであるが、この規定は共和国；/tli3的号でれほと

んどそのまま残された。ただL，かかる地日変更が

適当かどうかの認定は，農業関係裁判所ではなく

て国家計図i委員会（NatinnalPl:mninv Commissinn) 
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が差是地改革大国（新設） tこ勧告するととに午った

点で，若干の違いがある。さらに，以tに上って

借地農が（乍離するについて件、地主による併j也監

への補償支払が規定されていたのであるが，その

額が共和国法6389号によってかなり引上げられ

た。すなわち，その額は，共和国法3844号におヤ

てその借地の5年分の池代相当額であ＇ C）たの仏

共和国法（i389ザでは過去5年｛南平均の総収沌高の

5惜相当額に＆めふれたのであるn まだ共手n国法

:3844号はラ 5ヘクタール以下の小地主については，

借地農にたいする補償支払を免じていたのである

が，この規定は新たに削除された。

さらに共和国法消44号の第！）1条は，必要仁応じ

農地庁が私有法i也の収~Fl (expropr日tio：，）をなしう

るといろ規定を行えとっているのであるが．その場

合、収用すべき農地（共和国法3844号では農地改革区

内の農地という限定がついていたのであるが，共和国法

6389号ではこの限定は除去されk.） については，五つ

の優先！順位がHされてい危。すな，！）ち‘（1）遊休地

ないし放棄地、（2lL024ヘクタールJ)）、上の農地，（31

500ヘクタール以上1024ヘクタールまでの農地，（4)

144ヘクタール以上500ヘクタールまでの農地，（5)

75ヘクタール以上144へクタ｝ノレまでの農地がこ

れであり，農地庁は私釘j也の収用，，二際して，この

優先順位を守らなければならたかったη 共干111司法

6389号は以上の他にさらに（6)24ヘクタール以上75

ヘクター／レまでの農地，の項目追加を行なった。

このことは，共和国法3844号では75ヘクタール以

上の農地が収用の対象にされていたのにたヤし，

その下限がさらに2,1ヘケタールにまでづi下tずられ

たことを意味するω心。同時に在日す Jごき点；土，

共和国法3844号ではこうした優先順位を農地庁は

遵守（observe）すべきものとしていたのである

が，このJ与が新しい改正法では考慮（consider）す

ぺさも内と改められた二とである。すなわち，京

和国法3814号の下では，政府ボ農地改革政策上の

必要からfことえある農閣をl¥',Z片！しようとしても，

もし他にそれ以上に規模の大きな農聞が宋収用の

まま残されていた場合には，とうぜん地主からの

反気！を予

言イ宅tま， j)'z府の農地収川をきわめて困難にするも

のであり，いわば政府の手を将るためは案出され

た地主的な規定であった（注5）。共和国法6389号に

よってこれが華考慮、と改められたことは，政府がか

ならずしも収用上の優先順位にきびしく縛られる

必要のたくな〉たことを意味するのであって，政

府の農地収用を容Jさにする途を聞いたむのという

ことができるであろう。

同時に模地改革省（新設〕による家族規模自作

農場の拡大のために，共和国法6389号は共和凪法

3844坊の沼51徒に清2項を追IJllし，それによ？）面

議j)＇，、かんを！ /iJわに私有農地のほ！議tこよる民収

i都立を政1nにi・l与した。ただし，，その場介の買収
価格および現耕作者にたいする売渡価格は農業関

係裁判所の認可を要するものとされている。

なお，共和国法6389号は，政府の農地取得にた

L、する地主の抵抗を横手11する措置として，支払条

件を地主にかなり仔刊に改めた。すなわち， 二れ

まで政府の取得農i也について，地主は土地獄行

(Land Bank）からその価格の l害Jjを現金で，残り

9割を最高25年償還の土地銀行債券で支払われる

こと，ιなっていたが，共和国法6389号の改正によ

って地主は農地価怖の2割を現金で，浅り 8割

を土地銀行債券で支払われることになった。とれ

は政府の地主にたいするかなりの譲歩を意味する

ものである。

さらに共和国法6389号はいくつかの点で定額借

地農の権利を強化してヤる。その Aつは，かれら

9 
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のg！；）也先日権および買)j王権をw:iょにくれべて強｛じ
した／ょである。すなわん‘ jた手1ll司法；民社：才J）沼11

：条；土， J也:J--:;Hl;:,s血を売ろうとするJ;l,/¥(i' ＼二、羽tE：の

!Jl作古であら'j主制HrllliIJHこりO111/¥1円前子をふ J

先買HuCriglit or pre日叩

干II［.はILιli:l8<J＇.｝［土こ （il1詞子＼1)ll/¥lを］討OI I 

またJJ；＼正j;C'）詰！ゴi完与；土．地：j：がすでに治.－：＇すにそω

民地企売却したJ訪台iこ、その乳rJH1訂でかる定詰fj

m·1也民iこ 2°f間内泊予をもサて.：~－のず；｝也イど t」 口ミ L

うと：〉＋在手I](right of r e《lemptir’1

そび）j劫合， ＇i£’MH背Jむ農はその農地売去IJv'l ・jf'j：をカl

,Jりる子L立を与ーえじれていなか J川三／共和1q；）、

1；：；仰げは， 二ti）点を是正するために、 Ill山〕口4乏

人にたいしその’i；支をHtlUH!lJ；よひ出！也己記J戸干J；二

立；gをすJって通知すふことを詫 f,5ノ ；けるとjぃ111干

に弓 J1'U也山口氏：期間をi益生JIそtrHを18011以内i二七！

柏 Lたο な＿；＿＿；‘共手11凶法（i:l州サi土、定約｝f;li・池山に

よるJ-ltl也の先買，日民Lを＇f五弘にする資:ic:(JZJtょ｝j

法として， iてJ也銀行の融資を認めた，＇）であふ。

七た， これ主でj也j三が小it二農をtきかすために好

んで用いれ子段として，刑事犯却の7）、どで小作農

を訴えるケースがき，わめて多か.・，，七Jii lilっそのJL¥

合，政府の民業弁護土事務）寸（けn;cl'川 theふ問、

nan （・.OU日間nのすI'護・：＋！i，民＇）＼＇.，こ／）＼.、ごは無料で

小作農のために弁謹をなしえたが，刑事に J 八、二

はその資格をもたなか，〉た。その二ともあ p て1］、

作農は裁判jで「つねに敗れた」のであけ、こうし

た地主の常在手段は、ディ寸クノt：院説f1Oose 

W. Diokrnリω表現によれば，「ブ fリ1：・ン地主i相j

（／）長U灸のあえぎJ'.,I 7）とされたものであった。こ

の点を；是正ずぺくマゲ4トイ叶イ上院議長（（マcnaro

F 恥lagsaysay）がJ島和11:1r.b::iお－1n子のな;16:l；長山 ｛I針，~

提案を行ない、これが1%7年6月17討に！司会を通

過（共和国法4制（占一号〉。これに上って盟主弁護上事務

IO 

片山弁II草土l土，民事のみならず刑事裁判にも出席

して1J、f'IJ1'L 民主・）；j,FJJ＆ーなどの-31'ii蓄ななしうるi主

;) 二聞かれた仁共和（司法（.i:l州出土ーこの共和l匝Ji去－1K8(i

¥}c叶l事k条項をそし1ヲヱ t法文中に盛りこむととも

こ，さらにJGIJUH!. 'rtとして、農業弁道i：中訪日v')

決定をもって最終的 U111cillなも νりとした。さんに

共和1£1呂、村：-l8＇ι）山士、 ）J；［ィ去の苛；.L);i ご長を改正して‘

畏業ll&l係裁判所の権限Jl ~－）とし二‘民主は＂ft

（地主対小作民， Ta＂府主士 i喪主1ijf到it）におL、て強：HIJ

,il)j{.c;: (compulsoryλrbitr:ι1ti.,n＇，を ：＼ しらゐと L、うは』

「主をf江二／r_

1.n . .,1、{1：日2‘民：業，、：1.7f五vi：白f仁ど :l】I也（立を上りd主llじし

上うと寸一る己文正 ε え「•／たといえるぞふんう C

つぎに憐構内＇.Jな改正，＇，＇，，：、について J 共和llJ;};fi:-l8~1

I 5によ之、iえも大き札機構（I甘え交化；土、民地山草，n

一足l均実施機｜対としての農地改革行 （I）じP山 ltnllllt

of A日rari川1Rdnrrn) ，／）新l：主である。これまで農地

j c(・)f雫f本を汁11l1j、tた方む、：？弓1¥t!J寸る最正：i機間は全F

5立J也cl,_c守＇1匹誌t会↓・！＼a

で 1勺り， ~i也庁長宵がi議長としてこれを主？して

きたが． ど九九かといえばこの’評議会が寄台Ill；帯

1tり1t格生もつことは避けられなか／〉たc そのため

じ民地此革m強力Jょ推進が妨lTられるという必識

があり：／！.ハ！今院it:、案478ちの提案説明者弓内 LYレ

(:Salvador 11. Laurel）は‘「農地改革実施のうまく

ゆかなか〉た理山の一つは‘計画を！支店する集中

的 cohesiveな機関が欠如することである」 f汁 9)

と述べた。二うした理由〔これに反する，！1見もも九

月Aあ.＇たが）に立って、 「直接的な指揮系統そも

η 強力／ch政的支出機構」 ii 1かである農地改革省

が新，H：され，そ山貞1壬／＇；には閣僚としての l也伎が

与えられ心に三五った。そして、 この省は，農業経

営‘設地取得・配分，入植、操業法律援助の同局

をもって情1まされることになったのである。
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線l;/ I ［体的i二政策化されは仁 λht~ ことどい！日車Lて

rn~ ド ·Hil~干運刊の強化に rii i、ζlた統領布告lTi＼ム 1リ7:',午

i '] ]cl[l)，；主11L lご ~3 て7 た L、，.：，

＊ 先干II日J;J：；パ，：；s<1G－の：）＇；：）日 1ミ J土，.~l也＆1/t＇行がそ＂） 

入：1i'i,;lp11jc1～｝モ二 •I，土 L ご．政i(fi呆fflJ山l二l()l)ll、，，’；＿

l（.の-i:：： γ－）主I/111!1 i] ~＇~ U，＼の2た：，：；t,,ht:.λ ことを 1，／.，じ

'- C＇＜ 、心。こ／：L；土iuド（1’Jに：t＇、：，；＞ 'J.fll L「、り

人1i'i,;Ipui (!¥Lt山lan日 RurιilS,,11Jc,ment Pn小川）をj庁

L-c，＿、ぷが，c"{!(.1入j,/dli'i二Li「もす：j也官、：ir:t,iJそj！・、1[.l、
県民；二r11r:1iの入た与えころどする芳三万C:弓人Li,-
j，（円で七、.＇：1" ＂~·のJ'i1111 ；士、 7, fr'd自に3..：；：十；：，;LJ1仁；j;I],T) 1V 

;,r，ーヰ＇j'jij" Y て問 ii.す一石ことにあると主オ1 て＼•＇＇.， ii II', 

と11I・ A円1'.11社会連「：史l農地山中のおi段階）に才川、て，，~l也 t.;1{ギJ

実施。）各側而についてj也）j政府の泊出向1Jf( 1J; /;I]を

さらに機法的ない主 Aつの改正,i;ょは，

l'.!S入来

aてj:j. Blf‘ 

！十｜および市政府の農地己主革主砲J ，•／） な！Jil1：‘ iJ1f二i二

｛込：泌されと主穴 1；二！（ 't~. , • .＇二／ L. Jillらえ11十fj ! I [ 

祈たに規定Lたことであるの争えよ，！，人、

二）l；こ：；の乃1定がi'jit二i二jl}}JJIされ，

JとJ)（＼＇：：目＇ ；；ト：：. ) ，，、ご；し

なん C,U）対l',1：も｛｛｛I：二しごし、ないr

以上/J、イ毛布IIE］／｝、｛古川リリi二上ふ二ttUc己主_1F.,,',i. 1"1概

H~(Y-J if.. t;JJIIのあり ｝j‘

三；＇） f:J.l.；こも可illU‘t，：ぷもf,7,k,z足εふる什
ニ ）） - Iごっと 1{,くのi交正／シミはされたのであと》ぷ、

灯、卜三 i,P てJliJ山口t：本＼｝ミ改正法門主l安，，＇i.てつ戸rr ぷ－ '. j ー
すに.，ー内指摘は大筋にIYJj系f.(v 、ので；~lj·をする

三1.f）ゴttでに日己Lた土 1；士、/10児PfJ1-今年え；：，t/. そのjを・.＇＞ D主主Wc>,JWl'・tlそしI¥'.Ji'1i Lて1: 0) ／υ二けi土，

このとんn（制定ど［，司iiれ二円干ril司iJ-,ti1Sけ；｝と開irilL.,': ＜；二，・）：t !Ji！えtfi.'J:翌日；をも＇）と 7うえん.itふ山で，

］也L"C.'¥'i:実地内たhへ門店会財；町、を強化十3日（t(J.どホ

ji,fll同店：6'.1()0りつう：制定せ「うれた｝そし〉三；；Ut‘

ておきたい。それi土、己文1Ei'1よη二1呈1也己（c,rι＇）1 H;¥'i:') 

一.，と LてW,lr，立n－，ハおLtiiUヒをll)jj;
とで岩〉るぺす t.仁，；j)t・，、j長干riu.-:111;:1メiI ¥ J・ '1 ::fl '.! 1ミ？f; tc 1112111.c不平年りljtt!J定（：＼，・1:iri;《¥11三,Tlに上，、て‘v’ 、、、

R,,form Sp,": 

され司同時にj民業保；正茶会（ ι＼，.rinrltur:dc;u凡I川 1,・e

Fund）が日I]設され忍ととになった。

三内岳地改本特別問定（円財源；土‘共和国itfil'.!:i

ノ J

I）ヒ。ン農業U):},tJiさとして， ￥~‘子干 ε ［／て上j也で、

し（動くも♂）♂）あいf三iこi私j，司淵i乍：bリ｛什、〈川陪‘:tli汁

cultiv，ι，toγshi1》1を確3宮／；し’ 1;in,1nmm1Jお上び経済的

1 J＼＇［に Lt,fl_ iごし／）ょう i;cじ＇ZJIっ1）・；み心れた、

二と〈η主lてその輸¥}, l,、j、ゆる輸出壬らi；去を改正Lて，それに k ，てj自主白~4，：てど家族Hit曳t主場を擁立：.' 

:1 l悦収主主中か九日）（）（）万，－：＿、ノを1寺保したもに〕士も
し、， V
1としヲt十一農業かれ工業発展i乙転検せしめることし

ご、＇1てじれる（お 1和c さんにこしり同町、は年々r1,配給‘（：：i生昆加工 j~ぷふ[μJf;f仁tJ｝！も主た，

下川上うな配分主規定されてL、る（第6ゑ，， 1 ll，ゴ

年t,11 ::m日；二終！、る会＂十年度中川財源配分は以下
しりとおり。

用およびサービスに悶「る協同組f,＇－組織を通じて

生産性増大と農業所得ri,Ji：に資する上ろな真にi，号

力ある社会的，経済的構造を農業Ull；こ有i]t討するこ

ACA（民業1万用Ji）の融資拡大 ＇.！O制））j，じ／

'.!00t)J;' ，，之、／土地銀行，－， lハ政府融資

11) 

121 

¥:3) 

ど改正されたけ併車部分；土tJ1＇しレ； u力ii規正λ

のご二つの改正にみふれる上うに， j；主J山改了立と，iji行ー

して耕作農民1/tJにおける協同組台）＇組硫化点、比策

レ」

出j也改革：実1/E機問による間桁

入杯し l川：告！・二u也分;t;1Jおよび
J也浮公布c11ため

：寸，・予 うι
1J - ,1、ιll棋として草視されふi乙-cf〆〉た。 fこに：＿＇

lfl()()~)j Jζ、p主／こjゴドゾ｝泣γ1こをj；主どこ ＼ にかん寸る点、；ぎも），

！）（）（）（）万ペソ

197コ＇年 6月；lO日rJ.ii手jコ財／fl;(配分は年々以iごの土

I I 

その！日本化i工あ主 i)IリJi徒十こされてレi'，，、山でようと3

しかし197'.!年 9月の戒厳令ず！J¥J；.以降；こ）3げる主＇.1,・, 
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この民業f'.i'-:J正~：長に問する規定は，農民融資機関

）
 

4
E
A
 

O

－
－
 

）
 
～、JPイ

である農村銀行が公的により重視されるに至った

ことをポすもわである本 3

本 ここで民業保証基金につL、て若下Fのlf;t/1¥Jを捉J

しておきたいO el:付；R 行は民間の営手lj機関〔家lf，~1111料、

［ドJ企業の色μが’コヒL、1であり， 1'1己の＇IIJrb'iど百f干に
立川、て資企を；T付けており‘一般に融資についてa土
f也不動tfをjll保にしているのであるから，もし農民に

店主資してJttたが発生した土しても，それは農村$fl行1'1

｛本の問認であ 2 》て、政｝［守がこれをl'fがほするというJ＇］！山

；土ー般的にはなり立たない（ー供向業tr:!行にぺv‘ごも

刊憶しごれまで1＇｝才tf＇.！行は主として地主や町に itむ
1百人に；融資しているという判断もあるが，'Ll:r，‘そのこ

とは氏間内利機関として＼'i;i力リてクを防止ナるという

＇＼＇！）号か九すれば． とろ守／レロ）Gt行きであ〆 lた＼， 干） 1,、；と

ろ。したカt－，て‘たとf一政府が新たに宍業保証茶余を

；；れTて， そのttl'たの十日：＇ r官官分~カベーすーるとしても，

実際のl'IH下苦（ 11ヘワマ＿，レ以下1に剤、資が大r:,iに明
大ずど，どい円！＇｛日 Ef土日正 leどたいとなるパラであろ

りc ,r；：’支． こ(Tヲi1,'1;ミの 1-：；，＂ーでの I了f~iのl'~i ；こは‘ これに

だがl、／J見が山されたので中1I) ,I ]I ，‘その結 ·,i~，ミヲヱ

ス！EmmanuelPehez1才3工（，＂ロハス（Gerιardol¥1. 

R川市）上院議日の修正提案により‘政府のJiぷ！とtillff'ilよ

と院では日刊に切り下tfじれた。 LかL, !1HHt'.Jに原

で¥Sl：・・お，170°s補償内線に決全、た三とは， F防止の：ご

協に上るものと考えられる。

(, l 1 l E叶rell礼， Co日T凡cl円 F.,The DC'111ocrat1c 

.,\nsrr·,•r to th，’I'hiliN》in<':・¥grarian Rげか・111, l¥fani 

la. 19W. p. 三IJ

Ci¥.'.2) EstrじIla(1972), p. 15. 

( ii: '.l) Congressional Reιord (Senat,’l, Y ol. 11, 

:'-Jo. :z:1, July lei, 1971, p. 1027. 

ACAに代わって純然たる民間営利機問として，

コ01）り万ペソ

1 oou:u，くソ

1000 Ii，.：.： 、ノ

第1~）ーによる設業保ぷ正 :r;

へのj臼）J出〉

土地銀行へのi如何融資

ACA，、の弱虫資

民地改革実施機i＼＇］による lllJ

(3) 

(4) 

10007.iベソ

日0007.i・ζソ

i/J入1孔，JI,]i苛・ jづ也；r.t;;JJ;

上び地ff長公布のため

L 
111 

これらの資会財源i土、もむろん、午々議会で承認

される二i午草（appr叩 riationslにt＼：：，わるむのでなく，

それに込JJ[Iされるものでありヲすくて民j也改•＇1',Jソ、

シトの上！ (10 iニJピ出されることは戸！こされていない l第

討条）。こうした；~tJlli i.'): -.'f'c特別勘定の新たな l立定

これまで農地改革ハ実泌を妨げと〉以大じ） ~fill l士，

J し＇：，、－，、
て＇.ー’ぜ」 MがHii涼の不足にあ v》／円ことする

ることはいうまでも丈仁v・'

二~l iよ）；日、jSH6 

(mral liank) による民民融資の｛出H：おと Lて・Y,・支：

されfこむのである。 ずぷj〕九‘共和PJi-1ミ6；り（）りの

お1三条は，農村銀行の農民貸付トニ｛工づて生仁た出

火制♂）7’｝;:tJをこ0)JtcfiそがDK，；正する二どをIJ!.'1主Lて

つぎtこif.!:"it f'.1~ ；；正 i主余で Jノ〉る /J:, 

民村銀行はm失却しり；l};tjJ）丸をその結果，才3I) , 

2-1ヘケ々ーん l r.，.，刈：：，公 1iH）：、tてよ；L

ii,: I.、.°1homestead ＂＇.）＇ワζJ'i' 1-,;!, hて： I , J ,:. 1 

一戸、にふえ！と＼、 i 仁三. (Congγcssional Record, 

（，守enate:,.Vol. II, No. 11. June 29, 1971, p. 23忌）プ .c,

こい 1:1,1, I ', .1と J也（止 J 」：；；~ ＇）♂」 Iii lこなら/I、ど.－， ）、l.c, 

I,・ I. ＼よ，：＇，J 1七、 ζ しこ J J：う。

C I. 5）二＇ 1.',';.1て、、、て；「， 11'1i Jj Ji¥ Ji:, 

i、！JO・i三｜！円。

C, t r;) 1iii山JtiiT，よi

enι7 

自己負担すればよいことになったのであるじ

話15条は，）去村Mi行融資の必要条件、として‘受益

：災民の資絡を 6ヘケクール以下のi井｛ft[三民とし司

融資vJf'i/:先順位を（1）協同組i庁、（2）定額借地契約忠

iふ（3）協11,J組f.;-jJ日1，程決民および民地己主平交益農民ー

とした。第16条によれば，貸出限度は5000ベソ，

｛！ミ手1]12%以内，融資｛償還期限はi民議後2カ）］以内

主Jこ

41 vζ 

47－＜ージ ζZ二Jici.。

ACA rJ〕融資も抗日条

をj聾守すべきものとしそれに付加して成立

先｝也主誌を農村銀行が存在しないかまたは建計、Lvl:!行

がi企業保証基企を利用していない地域と定めたの

12 

さらに'.liH7条は，である。
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(/J 7) Estrella (1969), p. 49. 

(i18) E'tJU,t攻，＇（計，T，訂正；tペ：絞 i，つEく二1・！I<したの
は，’f「製（1")/j!} fl'. t: (t J) (I, f;)) i£"t, 、FARM-FLRFで

あった。

Ctに9〕 CongressionalR目。rd(Senate）、Vol.IT, 

No. 2:-l, July 15, 1971, p. 10向上

〔ii'lO〕 LA・NLRC,A.grarian Reform-To Ful-
fill a National Dream, August :-:, 1,1,1. 

(Lll) Tupas, Rodolfo G.，“The Pγesidents’Co-

unter-RevolutiれnaryMoves.”Thど SundavTimes 

Magazine, March 14, 1971, pp.10-11. Ji上ぴ Ben-

jamin V. Afuang, ·• Moshav in Ma日alang，＂ γ'he

Sunday Timesλ1agaziァ2r:,O,t. 1：－：ヲ 19，ハ，pp.14 15 

ベ参附。

（注12) Estrella (1969), p. 50. 

（注13〕 ロハス U1C:i,H~ J）仕上、'l'UCoπgressi，司alRe 

curd (Senate), ¥'ol. I!, "Jo. l l, Aug口叶 16、1971, p. 

1746.ぬよ （fデイォ γ／ ！・院治良の批判 VolII, No. 

14, August 19, 1971, p. 1825. 

（注14) Congressional Record (Senate), Vol. I I, 

No. 11 Vol. II. No. 14. Vol. II, Nす0. 16予.Hf.I. 

Ill 主要 な 問期点

フィリピンの刈分小作農は地主にたし、する依存

性がきわめてつよく， ～J般に生産資公のι九な「】ず

生活資金までも地主に依存Lて農業を行たってき

た。本来，刈分rトf1俗！というのは生産力の低｛九

収量不安定と1hびついており、生産にともなう危

険負担を地主・，J、｛t:f渇で共同で分けあう詰I］度であ

つど， そこか人 rトfl農の！也主にたいする従属性，

人格的非独立性が生じやすし、ところに、 その制度

の弊害均三認め九れてきたc 1963年農地改革法によ

って刈分小作法の定額借地底への転換がはかfヲれ

たことは，一つの前進的な試みであぺたといろこ

とができるであろう J

ところで，農地改革法によって刈分小作農が定

額借農地への転換を要求した場合，地主はとうぜ

ん生産・生活資金の援助を断ち切ってしまうであ

ろう。その不安瓜あるために， フfリピシの 1鼠

のように貧乏な，J、作民JI it 1は，

転換を臨時する山である。

定額借地農ヘヴ

し之が、て， もし竺の

転換計！fiiを式功させようとするた九t王政府が！也

主に代；J-iってその提出分ic'..キ11当する援助を定額借

地終に与えたければtcらない。このためには莫大

な財政資金を必要とするであろう。また定額借地

農になった場合の小作料は，平均収量の25%相当

に閲定されることになった。 この率はU、かにも低

いようにみえるが， たとえば収穫が皆無にちかい

ような不作が生じた場合には， その小作料が額と

して固定されているだけに，定額借地農には大き

な負担が発生する。フィリピンの稲作農業の場台

には，水田の基盤整備が進んでおらず，濯概施設

もぐわめて不十分にしか存在していないために，

年々の収量ヲ主動は予：ct外伝大きし、山である。 し7こ
がって， その率はいかに1!1そうに見え Cも， とも

かくこうしfι定額借地制を成立させるためには

その前叫として、稲ft・生産の安定tニ必＇£な土地 L'/{

良，握手I｛施試，民道， ダム建仏柏林などのイト

プラストラケチャーにも多大の投資を必要としよ

う。かくて定額借地良へしI）転換言十両を成功させる

ためには，立大江政山資金がその前提としC用；な

されなければならないのである。

fニヵ＇， これまでに共和国法却44号による農地改

革；T）実施が農地改革区に限定して実施されてきた

理由は，主として政府の財源上の量考慮からであっ

た。しかし，とのようた農地改輩実施の地域的限定

にもかかわらず，財政資金不足はきわめて深刻な

ものであった。たとえば，マルコス政権下における

；農地改革4カ年計画（1966-67～1969ー70会計年度）

において，財政支出承認額7憧750万ベソのうち

実際に支出された金額はその31%に相当する 2億

1390万ベソにすぎなかったほの。また1964-71会

13 
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II i 'Iユ！む11；、二、 ACえはその支出j_J'（芯有Jd｛，，色村5007J

べ‘ハI）う tpそ，.，， :, ',I;'.!](,:. ！てj也1rt行 i 工支w,ix＂~勾l'l

ゾ〉？ぴ J う！，，いずかvそ♂） l. 0＇；：， をJi:際lニNU↑l

しえたにすさi；方、寸た／，， :: .υIL！会が永認Lfニ －［，＇~1

,:t力、ん：りて大さ九： 4, ＼／）で，－；；， ＇＇子こに仁力、刀、； jJ；、》ーj一、 D(c 
月：l: t llHiki'.1糸川人♂乙（＂）字 ii!i:: t'), 11 /Hすことができ

な均、ったやて丸心 ι と（’〉ために1ソ、 lご，，，よ行！，，'f,1.'lt

が生じたの Ilh切にい、メljうj;

｛：外と JとY}U坦己！z:;'1主i三として有］イ！：；さ;J；るム：，1＼＇，正1上さ jI 

允 k どが，，;l',j査J但）jをにおいては『 t1：：芥 ftのコ；1;:tJ口、

u:111分；Jイ1'?1にJI：まけている＇＂ 1,,]11守；訂正：1ffiff,c Jllj 

民A、人え！J分小｛下位，，j引τ｛七Lた’！；｛引Jtl／なじれた。
したがって，＇ J[Ffitl：‘ ii］分小f1HiJをff}l,1（.二！をJI.-;J 

く3 とし、ぅ f＼~，［liiJ ｛戸在してL、:tn、J,,1) ・，つ

とこでPlJ地lit/iiをこのむ金j/11υ ＇ Fi,,U1 ；~1; it／こして

j fl)＼］さjiるかどうかl二かか》てし、ふピ レえお仁 jl~

till司i};t;:,()(l¥} 1,:J1二々ら（）（｝（）刀ぺソ仰、•1}/Jil~J,;Jf（を j引 i ', 

f!l/J> (,iNドJf二jポ’保したこと；土，涼、ど、＜＂，＇. I：ど＇i；ず・：＇J＼」：「！＼

¥/) i' J i月jノE心一iは〈十ど） 1, i}）で点，7,.・, (: j；長Lず〉申ιF1iI 1，の5】 •J

企l,'¥J;bt仁L、＇o Lカ、し’共和111y土 6：：州ち i二 i；、て t'~

l山改革円安；方tliが全！JliJJ；二拡大された今日、そ!tl-= 

見斤「.iHHkl日J~TIが！毛布1111 じ1Ji：~90l九二上》てト°；J！こ

M決さ hゐょう i二 fよ〆、たと；土‘とらく：司、 ！~ ／こんj' 

ふいの？ιt.',/~, ' . AげしJヤ11；ν吋：＼2定がそ tパ lY；ニゾ

j兎されるとし、うれ；必；土どこに~＇ t.仁L、 Jt和11cli:I、

G:lリりなの制定にi羽速して，ヂ・口ス・レイてス ii

主fこ、過去のヌエハ・工手 y、十Hし＇）杭咲かれ司っさ

のようなおL念を表明している。 iこうしたJ昔f,Y{:ttt 

fl 11£1 iLG~-l9! Iりイ）こと； tJ L、くぶ／，.：；ミJ出己主，'J¥:v）見111

IZIをll)'jかるくし7こi);/Lども，正f,1），見；Ll〕，jI ,i "1！；二）；＂.

すii主詫を制点に jJiJえるように 1;''t~＋； l て L 、ふηMi~

、＇1q，こ上〆て，rたj正11:,lr!'lifに ＇dえ：・，,it 1こ交；J長j; L：；ひ、ゴ、
』包， fi·11何 iこイ、 L 、守て I\ さ ht二 i亘 1；~ミ（1'.J_jミ ￥

i立i,1'J1'fJ'.i窃：Jj!J；こも 7）当｝う忌，！）「】一；ミ， iけiF:CJ三！HJi[（認割、T寸、

14 

←j ;J＇に半分ぷ f支出1に支Illさli.，それもH寺期おく it

でふ，fここ乙 iょ， スエ y、・エレハ川、｜に,4):Jゐ，，1t、［

' c¥♂之、，1; ,・ '', , /, , I 5 
，／ムi '',  ~＇可ゴーずたに ct', 1, 

もしf!Jilh（がr:十分／三ままでl,!'U也t.Ui'i,'11二i1区；ν主
j 1J1：ヤ；=J,J：ι｝.，，： ,'s i l ／ーιJJトどv＇）にうた事態、が発生 ・I

;,:, ・c T円，：・， ：川、っそ cl） 一つ［土、あ〆：：， ]t;i~ ，ti こ J:i\ 、lし

たとえ刈汁ノl、f1'良治‘定制1frJ也民；：t;1慢したと J ご

も‘かjLi J. ＼し立／，..として地主か「， v＇〕tt；日IJJ；二＋ri（， 主

るをえ7山、と十行事態、かでご生すらであ九心υiい＇o

j七till」］yj;fi:l刊＇.）り は）！；＼;d;c11第 .:j'f,を山正して，

,iJ'.,}.,J、i'I民が jむ制作け也il%・，転にきしたの九 4,‘J山主

が：！工中'Ui'Jなrt；；へJ長lifJ全 ることをい，2:1れてし、ら

,・,・c:zハ心。このこと；土、此I向ν＇）Hl d支持llJJ/ －げでi.'::,

d七前imJ山口 c'l 山J子；·，•，·，：，£全土 ＇） ご；，、 IHi ，、え；＇~'. ＇二 f

三、此！（！/J, 11，戸、しfこことに（也江心ないJ そし ご、

こνりにこう i二J也主i/寸言HIJ方、科料tするかさ＇・＇， たとえ

！ド式（1~ ；二定糾（北地止に転換 L た！こ L ても． /1]',J，卜

ri );'.!c C' I /, ' 'Cいた人佑｜五JJI二tuーとげ！？ l也jへv'lr,'J'.J;-J:,

叶i.~＼ ··If んとしてたくな「） t：仁L、であんう Jハ↓＼、 t:

l也c'z"t;＞立ははま J 、よ二く j主！えされないことi二／トム

－－レー，一
に（（） ノ〉リハ

:;s 己iニ、 Jlh¥:i杓には定額借地契約主制I,,でいζ1

lよ砂lに見守土山ゐi「江泊、人、 'Jd書的；こはメlj~j 小 fl，~－ミ（／）

士主←むあるとヤ ：， itぅ装さオlt；二定制併j也！長なL、し

. 1J 11;w0定吉：＇i{ft-J自決j川，mpromiselessee) ;i' ＇＇を：

発生せしめと3でかんう。ヌエベ・コ二シハトトiiこむし、

てii. 定額借地良の大き川『部分が事尖上「妥協がJ

定相（片j也m1であ予たことウ：tfi ;+rされてL、る：/1一行

そして．そ山よらなJJ,1-（，（，：，；丸山＇J'i斗十i'iiにJ，け〈｝

）どいとjl』ブJi 二 ~Sifるつti／主とのあ＇， ＇；三 fC.i L大き，＼cf 

γ 〆己注主ずる Lつである。

：ぉ：：；二，そしてこれが最も深刻J工事7患の発生と

いうべきであるが，小作農の政府；こだいする伝統i

!l~ を沃；t(t'Jfニ J員なうであん弓。このようなi：か f》
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の改革にたいすゐ小作農の疑惑，不信感.／）増大い，

これら農民に下からの変革の途を指向せしめるこ

とになりかねない。そのi克実性：1／むのγジア諸[l,I

(J）戦後の事例に照らしでも十分な根拠があるo と

院で法案478号か3点；議された際，そのk，、審議過

程を通じてくりかえし憂摩された筏は，幾地改革

の全国的拡大と資合財源どのギャッフ。引制題であ

った。上院議員 ri { (Jn,e J. R町、！は，その結ポ

についてつぎのような警告を発している。 「私は

この法案に賛成票r.::投じ工うとi.!;JJo L主aし，也

し必要な財源を用意することができなくてこの法

枠内実施に失敗すらな ／：，；王、わが［JjにLtJli介なこ

とが発生するであろう。というのは，このことが

初めての期待外れではなし aだろうれらで点〉る。こ

れはわが大多数民衆にとって再度の，おそらくは

故後の期待はずれ，となるとろうからであるJC注日、て

／）ぎに，共和国；1-:fi389l｝によって‘これまで大い

に問題視されてきた第36糸が改訂されて，地主な

いしそのl!l系親族による「1己隷11'規定がi'jl］除され

たことは，一つの前進であったということができ

るであろう。だが雪同条引におけ Qいま一つのi、見

定，すなわち農地の非農業目的（たとえば宅地，工

場制也など）への転換規定は，つL、；こ削除されるこ

とがなかった。そのために地主がその農地を住宅

用地に転換したヤと政府に申請すれば，その立地

条件が適当と認められるかぎり，地主はいぜんと

して合法的に借地農を追放しうるのである。この

規定を口実にして，地主はこれまで小作撲の定額

借地農への転換要求を封ずることができ／~ニ｛註10）。

また実際にIJJ道に沿った農地を｛t七用担Ii_などに転

換しておけば，将来地価の値上りがとうぜん予想

せられるのである。中部1＼，－ ソンペ、ゾニラf,';J辺の出

村を歩けば，国道に沿っていかに広大な農地が住

宅用地や墓地用地に転換されてヤるか，ここ数年

の目ざ主しいJ品集として推しも｜］を見以らざふを

えないであろう。もちろん，共和国法6389号によ

って， jQI＿戸にされ rふ借地底；こたいする争↑ifft支払1mn

増大がはかられた。しかし，その額は，農地が都

市周辺や？と通t川妊のよい場所にあるかぎり，地主

にとってあまり問題にはならないであろう。将来

(I) J也価ti)j自大が， とうぜん予店、せられるからで；t・)

る。地主・は資産保全のためにも当然この規定を利

用する斗とが考えられるのであるが，しかも4二れ

則定は／－）＇，、に共和国法（ i:3暗号に上って削除さ；J！＿ゐ

ことがなかった。この規定の存在は，政府の農地

日革の実唱にj仏、て，地主の担Ui'Cを転f11するため

の安全装置であるとも者えられる。

現在！；でのところ，この宅地化現象川1bdii川 11)

が数量的にどの程度になっているかは明確でない

刀入ここではJ.. }f のような詰己〕£をかかけるにLi.め

る。「〔第36条の規定によって〕小作農が実際にそ

の農地から追依主れてヤることは，手l]H]しうる戊

判所の記践に杭するだけでなく．同時にガパこか

らサンホセ市にいたる主要国道沿いに旅行すれ

ば‘そ（／）.i.u路限♂）光景によっても明らかである。

広大な旧米作地が住宅建設用地に転換されている

c－＇）である。そして，多くし ＇）場iノ？．たん心形だけ c':,

家が建設中であるか，ないしは建設されているに

すぎない；世11 0 r中l司＼1L,ソンの多くのJ也主t土“ゅ

うれい分横地”をつくることによって土地収用を

のがれたリ広大な土地が住宅用分譲地と宣言され

たにもかかわらず，そこにはめったに道路もなけ

れゴ家ιなかった」住l日J。ごく最近においても，
小作農に貸してし、る米作地やとうもろとし作付地

を住宅用地その他都市的目的のために地主が転換

しようと Lて，主すます多くの申請を地方政府に

提出している事実が報ぜられている〔法問。

（乍目変更につ1ぜ、ても類似の問題がある。共和国

Iラ
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法3844号による農地改革は主として米・とうもろ

こし作付地にたいしてのみ適用されるのであっ

て、！「蒸や CI「ナツの 1：ろに菌F治，i(j',

物には適用が除外されているO そのことから，地

主のうちにはその米作地 f小作地〉を甘蒸れミ付地

に転換するものがかなり多く出てきた(lt14）。この

こ竺は現行の法律によって可能なのである。とい

うのは，農、H:小作法（共和国法11＇附＼｝ Iおよび共和

国法滞44号は，メlj分小作農，定額借地農との合意

のi二で，地主がその農地の作物t<:-,f,l:；廷しうること

を，地主の権利として認めているからである。そ

のj努介，地セピ喰ぜられている三左；丸作lうを更

を辺1it1にしC，小作農，借地農を；山えしないとい

うことだけである。したがって，地主が作目変更

後も小作農， {t¥・J也農を民主労働者として継抗して

雇うならば，それは合法となる。共和国法6389号

もkた，この作物転換しつ黙止をJ丸、に規定Lなか

ったのである。 j込地改辛口適用主i主!.lるたエれに什

照やココナツの作付に転換された設地が統計的に

どの紅度あらかは明らかでない。 Lhし，ここ最

近における甘熊作付地の増大傾向は目ざましいも

の万・あるのであ 7 て，たとえば19，ゴ作物年.：Deen収

待面積は44.7万八クターノレと推定と.ltるがiI＇丸

それは68作物年度の31.8万ヘクタールに対比して

10万ヘクタ ’L以上のJ科大を示し／このであふ。も

ちろん，この増加分の全部が全部農地改革からの

エスケープとはみられ古川、であろ与が，し点、し、

それが多分に含まれているとともまた事実であろ

う。とれまで甘熊作付地を農地改革の対象に含め

よという意見はかなりあったが（れl炉、 とくにFFF

の主張は強力であった。しかし，共和国法6389号

の寄議におヤて，これがほとんどはり上げ 1・，れな

かったことは，フィリピンにおける砂糖資本の政

治権力がU、かに強大であるかを物耕乙ものといえ

,6 

るであろう。

つぎに共和国法6389号の改正によって，政府が

私有農地を収用する場合の士自主保有限度が75ヘケ

ターyレから24ヘクタールに引き下げられたことは

たしか仁一つの改汽ーといえるであろう。だが，なお

問題が勝。。フィリビンにおける地主の所有規模

別分布に関する公式統計はとれまで皆無といって

よいが，いわゆる店主の大部分7;;24ヘヤ々 －，レ町、

下の小地主といわれていることからすると〔住17〕，

二の国d，大多数の地主は土弛収用を免れること仁

なるからである。アキノ上院議員（Beni::;noAqui幽

1,0, Jr.）は地主の保有限度を 6ヘクターノレにまで引

干げることを主張したのでふる力主催18）‘ これは上

院でもついに承認されるに査らなかった。かくて

二の国t二お：tる小地主の土弛所有は，今後この規

定からも促進されることが予想、されるのである。

また，じゅうらν，XIJ分小fl農は，地主から1001)

、！こ方メートルの宅地使用を11：当な権利として認め

られてきた。しかも，この宅地（homelot）内では

／ニんに家邑＇.,, 

を植え，家畜を飼育し，小規模の副業を行ない，

それに工，~， '1~収益を小作農が確保することを認め

うれてきた（共和国it、1199号，第三2条第川町。これ

までは，この1000平方メートルの範囲はあまり厳

絡に守九れておらず、それを地主も黙認した形で

あったが，小作農が定額借地契約の要求を出すに

）えんで，地主はこの規定をたてにして，この範囲

外にある小作農の建造物や樹木などを合法的に較

壊するという挙に出てきたのである世間。これは

いうまでもなく，小作農の斐ュ誌を封じようとする

地主のいやがらせなのであるが，共和国法6389号

はこの，（（を法正するためのむす＇）lζ措置をつし、に誌

じなかったのである。

さらに共和国法6389号は新たに農地改革のあら
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ゆる：J::Ji&iruilこ！也方 11交）{fが：参加することを対D:i；し

l＇＿＿，， このこと｛士、設地改－Jfc（こたずさわる政府職良

心り不足合同jJjうとすと〉立｜文jに/IIたものであろう。

しかし、それがはたして話1ゴ8A条にいう上「，（，入

1.rtVむl皮革（！）fiじMtな：ιlitiiをl＇止AすらJこと；こたる

かどう治ミに J )'v、ては， 多分iこ疑問がふるり J也主M3'

級の！正力ヲその；；i三響力の行｛史；士、中央政府にたL、

ずるより i土J也方政府iこfこいtど：，万がよ i）千子めであ

ろう刀バ》である。こもり新たな 11!'.it ：土，その石、［＇＿~］に

ばして，かえ－）て民地改革実施機溶のな主寸こ地主

5勢力vli参透を！ぷられこしたことになじtn、であ人う

？｝、n

以上で共手111司法fi:3州主jにおける主要な問題点の

検討を終える。たしかにp この1971年ゎ改正itに

よ叶て共有IL山公：：札Hl}i土佐1で己主去をみたことは

事実である。しかL，その反面フなお解決Lえな

い1/¥J題や多くの不徹底性を残してL、ることれ主た

事実である。それは， 7 iリヒ。ンのような政治的

社会的環境における上からの改革の 1，つ必ちたt'i(Jな

IIH界である土いわなければならなL、。
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